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子宮頸がん予防ワクチン（HPV ワクチン） 

HPV ワクチンの積極的勧奨が再開されました 

HPV ワクチンは、平成 22（2010）年 11 月からはじまり、平成 25（2013）年４

月に予防接種法に基づく定期接種に位置づけられました。が、接種後に重篤な副反応が生じ

たという報道があり、平成 25（2013）年６月から積極的勧奨を差し控えていましたが、

専門家の調査結果に基づいて令和３（2021）年 11 月「HPV ワクチンの積極的勧奨を差

し控えている状態を終了させることが妥当」とされました（以上厚労省資料一部改変）。 

まれで重篤な HPV ワクチンの副反応について 

かつてHPVワクチン接種後に体の痛みや麻痺などを訴える女性が相次ぎ、メディアで大

きく報道されました。厚労省によると、接種した人 1万人のうち約 10人は、接種後に何

らかの症状が報告され、このうち、約 6人は入院など、重篤な症状と判断されています。

こうした症状が実際に起きていることは事実でも、その後の調査で「HPVワクチンそのも

ののせいで起きた症状とはいえない」 と報告されています。 

 

HPVワクチンは米国 FDAが 2006年に認可、すでに 15年以上世界中で使われている

ワクチンで比較的安全と考えますが、接種後に因果関係は分からなくても何らかの症状が出

た場合担当医師にご相談ください。 

参考：HPV ワクチン接種後によく見られる一時的で軽微な副反応について 

 

9 価 HPV ワクチンは、４価と比較して接種部位の症状はやや強いが全身症状は同程度です。 
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HPV ワクチンの定期（公費）接種について 

・定期接種の対象者：小学校 6年～高校１年相当の女性 

※誕生日が１９９７年４月２日～２００８年度生まれまでのかたで過去に HPVワクチンを

３回接種していないかたは、２０２２年４月～２０２５年３月までの３年間、公費接種が受

けられます。なお、２０２４年１２月時点でキャッチアップ接種の期間延長と対象者の拡大

が決まっています（詳細は厚労省の HPやお住まいの市町村にご確認ください） 

当院で HPV ワクチンの定期（公費）接種ご希望のかたへ 

当院では金曜日午後と土曜日午前中の婦人科外来で随時承っています。HPVワクチン接

種は予約が必要ですので、あらかじめ当院医事課までご連絡ください。 

参考：ヒトパピローマウイルス感染症～子宮頸がんと HPVワクチン～厚労省 HP 

 

 

 

9価ワクチンは高い感染予防効果がありますが子宮頸がんを 100％予防できるものでは

ないため、子宮頸がん検診も必要です。 


